第２編　端 末 操 作 手 順
	端末装置の基本機能については、利用細則（共通事務）第２編Ⅱ．、端末操作の基本については、利用細則（共通事務）第２編Ⅲ．を参照してください。


	業　務　処　理　区　分
	コード
	入力方式

	国債売買
	国債売買
	売渡国債明細
	４２１１０１
	再　鑑


	概要
	


日銀国債買現先において、日本銀行から売買先に送信された「募入決定通知」にもとづいて日本銀行へ売渡す国債について、個別契約とする期間利回り、銘柄および額面金額を送信します。
また、次の各号に掲げる時期においては、当該各号に定めるところにより、送信した「売渡国債明細」について、変更することができます。
（１）「国債売買確認サイン」の送信前

「売渡国債明細」の再送信を行います。この場合において、日本銀行は、その直前に送信された「売渡国債明細」を取消します。

（２）「国債売買確認サイン」の送信後かつ「決済指示（国債）」の送信前
日本銀行に売渡す国債の個別契約の変更に日本銀行が応じた場合には、当該変更に関する「確認サイン再入力許可通知」を受信した後、「売渡国債明細」の再送信を行います。この場合において、日本銀行は、その直前に送信された「売渡国債明細」を取消します。
――　指定できる銘柄は、［参考］１．を参照してください。
──　同一の期間利回り、銘柄および額面金額の明細を入力することも可能です。
送信した「売渡国債明細」に対して一旦共通受付済応答 （ＲＥＳ電文）を受信した場合、その時点で当該送信電文には「処理済」のステータス区分が付与されます。その後、ＥＸ電文のエラー電文を受信しても、当該送信電文のステータス区分は「未検証」とはならず、「処理済」のままとなりますので、当該送信電文について改めて「売渡国債明細」を入力し直したうえ、送信してください。なお、送信した「売渡国債明細」が有効であることは、「売渡国債明細処理済通知」の受信により確認してください。
	入力画面
	


 (基本領域)
	■421101 国債売買
■売渡国債明細
	
	
	
	
	
	

	取引実行日
	　①　
	
	
	
	
	

	取引通番
	　②　
	
	
	
	
	

	額面金額合計
	　③　 億円
	
	
	
	
	

	期間利回り
（％）
	銘柄
	額面金額
（億円）
	
	
	
	
	

	　④　
	　　　　　　  ⑤ 　　　　　　　
	　　 ⑥ 　　
	　コード検索
	
	
	
	

	　⑦　
	　　　　　　  ⑧ 　　　　　　　
	　　 ⑨ 　　
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	　∫　
	　　　　　　  ∫ 　　　　　　　
	　　 ∫ 　　
	
	
	
	
	

	
	□入力データ固定
	
	
	
	
	　　　　　　　　連　続　　　実　行　　キャンセル　


	入力手順
	


①　　募入決定通知に示された取引実行日を入力します。
年月日（和暦または西暦のいずれか一方）を入力します。

（例）令和２年４月１日（和暦）……［020401］

　　　　　　　〃　　　（西暦）……［20200401］

②　　募入決定通知に示された取引通番を入力します。
（例）取引通番　００３………………［3］

③　　募入決定通知に示された落札総額を入力します。
「募入決定通知」に示されている単位により８桁以内で入力します。この場合、「募入決定通知」において落札総額が「億円」以外の単位で表示されたときは、画面に表示されている「億円」を当該単位に読替えます。
（例）「募入決定通知」に示された落札総額の単位が「億円」の場合

３５０億円………………［350］
「募入決定通知」に示された落札総額の単位が「百万円」の場合

３５，０００百万円…………………［35000］
④　　募入決定通知に示された期間利回りを入力します。
％単位、整数部分３桁以内、小数部分８桁以内で入力します。

（例）０．１２３４５６７８％………………［0.12345678］

⑤　　④の期間利回りに対応する銘柄の銘柄コードを入力します。
（例）利付国庫債券（１０年）第２３９回………………［JP1102391263］

⑥　　④の期間利回り、⑤の銘柄について一の個別契約とする額面金額を入力します。
「募入決定通知」に示されている単位により７桁以内で入力します。この場合、「募入決定通知」の落札総額について、「億円」以外の単位で表示されたときは、画面に表示されている「額面金額（億円）」の「億円」を当該単位に読替えます。
（例）「募入決定通知」に示された落札総額の単位が「億円」の場合

５０億円……………［50］（指定する明細数が１明細の場合には

  実行 ボタンを押します。）
「募入決定通知」に示された落札総額の単位が「百万円」の場合

３５，０００百万円…………［35000］（指定する明細数が１明細の場合には
  実行 ボタンを押します。）
⑦～⑨～

指定する明細が複数にわたる場合には、額面金額を入力後、④～⑥の手順を繰返し、最後に 実行 ボタンを押します。なお、最大６０明細まで指定することができます。
	出力帳票
	


（別領域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4211-00100）

　　　　　　　　　　　　　売　渡　国　債　明　細　処　理　済　通　知
　売買等種類　 - ―　　　取引実行日　　―――　　　取引通番　――　
　保有日数　   ――日
　銘　　柄　　　　      契約　期間利回り 額面金額 売買価格   売渡価格（円）　売渡代金（円）
　　　　　　　　　　　　番号　　 　　　　　　　　 算出比率　 買戻価格（円）　買戻代金（円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　％　       ――    ％ 　 　［100円当り］
　――――――――――  ――　――――― ―――― ――――　 ――――――　　―――――――

　――――　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ――――――　　―――――――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　小　計 　　　　　　　　　　――――　　　　　　　　　　　　　　―――――――
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―――――――
　――――――――――　――　――――― ―――― ――――　 ――――――　　―――――――

　――――　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ――――――　　―――――――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　小　計 　　　　　　　　　　――――　　　　　　　　　　　　　　―――――――
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―――――――
　　　　　　合　　計 　　　　　　　　　　――――　　　　　　　　　　　　　　―――――――
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―――――――
（注１）募入決定通知の落札総額に記載されている単位が表示されます。
（注２）銘柄コードが表示されます。

	業　務　処　理　区　分
	コード
	入力方式

	国債売買
	国債売買
	国債売買確認サイン
	４２１１０２
	権限者１鑑


	概要
	


日本銀行から送信された「売渡国債明細処理済通知」（日銀国債買現先の場合）または「募入決定通知」（日銀国債買入、日銀国債売却、日銀国庫短期証券買入、日銀国庫短期証券売却、日銀国債売現先、日銀国債売現先（国債補完供給）または国整基金国債買入の場合）に示された売買代金の計算結果および売買内容を確認した旨の入力を行います。
また、決済代行先に国債の受払等にかかる事務を委託している売買先は、決済先について売買先自ら（売買先が国債振替決済制度における参加者（間接参加者を除きます。）および国債資金同時受渡関係事務についての利用先である場合に限ります。）またはプライマリー決済代行先以外の決済代行先（売買先が複数の決済代行先の承認を受けている場合に限ります。）への一時的な変更を依頼することができます。

	入力画面
	


(基本領域)

	■421102 国債売買
■国債売買確認サイン
	

	取引実行日
	　①　　

	取引通番
	　②　　

	決済先
	　　 ③ 　　　コード検索
ＢＩＣ　　　 ③ 　　　　コード検索

	
	□入力データ固定　　　パスワード 　④　　　　連　続　　　実　行　　キャンセル　


	入力手順
	


①　　内容を確認した通知に示された取引実行日を入力します。
年月日（和暦または西暦のいずれか一方）を入力します。
（例）令和２年４月１日（和暦）……［020401］

　　　　　　　〃　　　（西暦）……［20200401］

②　　内容を確認した通知に示された取引通番を入力します。
（例）取引通番　００２………………［2］

③　　決済先を一時的に変更する場合には、変更後の決済先の金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードのいずれか一方を入力します。
（例）みずほ銀行本店（０００１１００）………………［1100］
みずほ銀行本店（ＭＨＣＢＪＰＪＴ）……[MHCBJPJT]
金融機関等店舗コードおよびＢＩＣコードの両方を入力した場合にはエラーとなります。

決済先の一時的な変更を依頼する場合を除き、③の入力は不要です。
④　　センターに登録した権限者パスワードを入力します。
センターに登録した権限者パスワード(半角英数字等８桁以上１２桁以内)（注）を入力します。この場合、入力した権限者パスワードは、「●●●●●●●●」等と適宜の符号により表示されます。

（注）権限者が、連続して４回、他の端末操作手順を含め誤入力した権限者パスワードをもって送信した場合には、当該権限者のＩＤの使用は差し止められます。この場合、所定の端末操作手順（業務処理区分コード031202）に従い権限者のパスワードを初期化します（詳細については、利用細則（共通事務）第１編Ⅳ．４．（７）を参照してください。）。
⑤　　権限者カードが装填されていることを確認します。
権限者カードがＩＤカードリーダ／ライタに装填されていることを確認し、 実行 ボタンを押します。
	出力帳票
	


(別領域)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4211-00200）

　　　　　　　　　　　国　債　売　買　確　認　サ　イ　ン　受　付　通　知

　　　　　　　　　　　　取引実行日　―――　　取引通番　――　　


決済先　―――――　――――――

（注１）入力画面において、決済先の入力があった場合にのみ表示されます。
（注２）金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードが表示されます。
	業　務　処　理　区　分
	コード
	入力方式

	国債売買
	国債売買
	売渡国債差替請求
	４２１１０３
	再　鑑


	概要
	


日銀国債買現先において売買先が日本銀行に売渡した買入国債について、差替の請求を行います。
差替請求が可能な期間については、差替を請求する個別契約の取引実行日の翌営業日から売戻日の前営業日の間に限ります。また、差替後買入国債の時価評価額については、差替前買入国債の時価評価額以上の金額とします。
また、「売渡国債差替確認サイン」の送信前においては、「売渡国債差替請求」の再送信を行い、再送した「売渡国債差替請求」について日本銀行が承諾した場合には、既に送信した「売渡国債差替請求」について、日本銀行が承諾した差替内容を変更することができます。この場合、日本銀行は、その直前に行った「売渡国債差替請求」の承諾を取消します。

――　差替後買入国債として指定できる銘柄は、［参考］１．を参照してください。
	入力画面
	


(基本領域)
	■421103 国債売買
■売渡国債差替請求
	

	取引実行日
	　①　

	取引通番
	　②　

	契約番号
	　③　

	差替後売渡国債

	銘柄
	額面金額（億円）
	

	　④　
	　⑤　
	　コード検索

	
	□入力データ固定　　　　　　　　　　　　　　　　　　連　続　　　実　行　　キャンセル


	入力手順
	


①　　差替を請求する個別契約の取引実行日を入力します。
年月日（和暦または西暦のいずれか一方）を入力します。
（例）令和２年４月１日（和暦）………［020401］
平成２８年４月１日（和暦）……［H280401］（注）
　　　　　　　〃　　　　（西暦）……［20160401］
（注）平成３１年４月３０日以前の日を和暦で入力する場合には、冒頭に「H」を付す。
②　　差替を請求する個別契約の取引通番を入力します。
（例）取引通番  ００１………………［1］
③　　差替を請求する個別契約の契約番号を入力します。
（例）契約番号  ００４………………［4］
④　　差替後買入国債の銘柄コードを入力します。
（例）利付国庫債券（１０年）第２５１回……………［JP1102511373］
⑤　　④の銘柄に対応する額面金額を入力します。
「売渡国債明細処理済通知」に示されている単位により７桁以内で入力します。この場合、「売渡国債明細処理済通知」の額面金額について、「億円」以外の単位で表示されたときは、画面に表示されている「額面金額（億円）」の「億円」を当該単位に読替えます。
（例）「売渡国債明細処理済通知」に示された額面金額の単位が「億円」の場合

５０億円………………［50］ 実行 ボタン
「売渡国債明細処理済通知」に示された額面金額の単位が「百万円」の場合

３５，０００百万円…………………［35000］ 実行 ボタン
	出力帳票
	


(別領域) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4211-00400）

　　　　　　　　　　　　　売　渡　国　債　差　替　請　求　承　諾　通　知
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本銀行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承諾日　―――
　　　　　　本日請求のあった次の売渡国債の差替請求につき、請求のとおり承諾します。
　　　　　　差替前売渡国債の買戻代金、差替後売渡国債の売渡代金等本通知の内容に異議が
　　　　　　ある場合には、所要の入力を行う前に、速やかに日本銀行までご連絡下さい。

　　　　　　なお、本件承諾に伴い、次の当初個別契約に関する未実行の売渡国債の差替について、
　　　　　　差替請求の承諾を取消します。
　
　　＜当初個別契約＞
取引実行者  1 日本銀行              　　　銘　　柄              ―――――
取引実行日  ―――　　　　　　　　                      　　　　―――――――――――
取引通番　  ――　　　　　　　　　　　　　額面金額　　 　　　　　　 ―――― ――
契約番号　  ――　　　　　　　　　　　　　売渡価格　　  　　　  ―――――― 円
　　　　　　　　　　　　期間利回り     　　　 ―――――― ％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取引実行日からの日数 　　　　 ――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　売買価格算出比率　　　　　　――― ％
＜請求内容＞
（差替前売渡国債）

銘　柄　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　　　 　　　　額面金額
―――――  ――――――――――                    　　　　―――― ――
　　  期間利回り　　　　　　　　　　　　売渡価格　　　            売渡代金
  ――――― ％      　　       ―――――― 円         　―――――― 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　買戻価格　　　　 　　　　 買戻代金
　                             　　 ―――――― 円         　―――――― 円
売買価格算出比率　　　　 売渡日
                                                                  ―――― ％      ―――
（差替後売渡国債）

銘　柄　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　　　　　　　 額面金額
―――――  ――――――――――                  　　　　  ―――― ――
　　  期間利回り　　　　　　　　　　　　売渡価格　　　   　　　　 売渡代金
  ――――― ％         　　　　―――――― 円     　　　―――――― 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　買戻価格　　　　 　　　　 買戻代金
　                             　　 ―――――― 円           ―――――― 円
売買価格算出比率　　　　 買戻日
                                                            　　　―――― ％      ―――
警告：本売渡国債の差替請求における差替後売渡国債の時価総額は、差替前売渡国債の時価総額の
２倍以上の金額となっています。
（注１）「売渡国債差替請求」の再送信により、その直前に行った差替請求の承諾が取消された場合に表示されます。
（注２）差替を請求する個別契約にかかる「売渡国債明細処理済通知」に表示された額面金額の単位が表示されます。
（注３）差替後買入国債の時価評価額が、差替前買入国債の時価評価額の２倍以上である場合に表示されます。
	業　務　処　理　区　分
	コード
	入力方式

	国債売買
	国債売買
	売渡国債差替確認サイン
	４２１１０４
	権限者１鑑


	概要
	


日銀国債買現先において、日本銀行から送信された「売渡国債差替請求承諾通知」に示された当初個別契約および請求内容を確認した旨の入力を行います。
また、決済代行先に国債の受払等にかかる事務を委託している売買先は、決済先について売買先（売買先が国債振替決済制度における参加者（間接参加者を除きます。）および国債資金同時受渡関係事務についての利用先である場合に限ります。）またはプライマリー決済代行先以外の決済代行先（対象先が複数の決済代行先の承認を受けている場合に限ります。）への変更を依頼することができます。
	入力画面
	


(基本領域)
	■421104 国債売買
■売渡国債差替確認サイン
	

	取引実行日
	　①　

	取引通番
	　②　　

	契約番号
	　③　　

	決済先
	　 ④ 　　コード検索
ＢＩＣ　　 ④ 　　　コード検索

	
	□入力データ固定　　パスワード 　⑤　　　　　連　続　　　実　行　　キャンセル


	入力手順
	


①　　内容を確認した通知に示された取引実行日（西暦または和暦）を入力します。
年月日（和暦または西暦のいずれか一方）を入力します。
（例）令和２年４月１日（和暦）………［020401］
平成２８年４月１日（和暦）……［H280401］（注）
　　　　　　　〃　　　　（西暦）……［20160401］
（注）平成３１年４月３０日以前の日を和暦で入力する場合には、冒頭に「H」を付す。
②　　内容を確認した通知に示された取引通番を入力します。
（例）取引通番　００２………………［2］

③　　内容を確認した通知に示された契約番号を入力します。
（例）契約番号　００３………………［3］
④　　決済先を変更する場合には、変更後の決済先の金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードの何れか一方を入力します。
（例）みずほ銀行本店（０００１１００）………………［1100］

みずほ銀行本店（ＭＨＣＢＪＰＪＴ）……………［MHCBJPJT］

金融機関等店舗コードおよびＢＩＣコードの両方を入力した場合にはエラーとなります。

決済先の一時的な変更を依頼する場合を除き、④の入力は不要です。
⑤　　センターに登録した権限者パスワードを入力します。
センターに登録した権限者パスワード(半角英数字等８桁以上１２桁以内)（注）を入力します。この場合、入力した権限者パスワードは、「●●●●●●●●」等と適宜の符号により表示されます。

（注）権限者が、連続して４回、他の端末操作手順を含め誤入力した権限者パスワードをもって送信した場合には、当該権限者のＩＤの使用は差し止められます。この場合、所定の端末操作手順（業務処理区分コード031202）に従い権限者のパスワードを初期化します（詳細については、利用細則（共通事務）第１編Ⅳ．４．（７）を参照してください。）。
⑥　　権限者カードが装填されていることを確認します。
権限者カードがＩＤカードリーダ／ライタに装填されていることを確認し、 実行 ボタンを押します。
	出力帳票
	


(別領域)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4211-00500）

　　　　　　　　　　　売 渡 国 債 差 替 確 認 サ イ ン 受 付 通 知

　　　　　　　　　　　　取引実行日　―――　　取引通番　――　　契約番号　――


決済先　―――――　――――――

（注１）入力画面において、決済先の入力があった場合にのみ表示されます。
（注２）金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードが表示されます。

	業　務　処　理　区　分
	コード
	入力方式

	国債ＤＶＰ
	決済指示（国債）
	決済指示（国債）
	７５１２０１
	再　鑑


	概要
	


決済先は「国債資金同時受渡依頼受付案内」を受信後、決済指示（国債）を行います。
決済先が同時担保受払先である場合は、同時担保受払を行うこともできます。
ただし、決済先が当日処理終了（国債振替決済）または当日処理終了（当座勘定取引）を実行済である場合には、入力できません。
	入力画面
	


（基本領域）

	■751201 国債ＤＶＰ
■決済指示（国債）

	＊受付番号または取引ＩＤのいずれかを入力＊

	受付番号
	　　①　　

	取引ＩＤ
	　　　　　　　　　②　　　　　　　　　

	

	同時担保受払
	 ③ 　同時担保受払を行う場合のみ入力（１）

	□入力データ固定　　　　　　　　　　　　　　　　連　続　　　実　行　　キャンセル


	入力手順
	


①　　受付番号を入力します（取引ＩＤを入力する場合には、入力できません。）。
（例）［2001000001］
③を入力しない場合には、①を入力後  実行 ボタンを押します。
②の取引ＩＤも入力した場合（①および②の両方を入力した場合）には、エラーとなります。
また、入力した受付番号に対応する日本銀行が入力した国債資金同時受渡依頼（「決済指示（国債）」の入力日を取引実行日または売戻・買戻日とし、「決済指示（国債）」の入力元を決済先とする未実行の国債資金同時受渡依頼のうち、決済指示（国債）が未入力であるものに限ります。）が存在しない場合には、エラーとなります。

②　　取引ＩＤを入力します（受付番号を入力する場合には、入力できません。）。

（例）［ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZABCDEFGHI］
③を入力しない場合には、②を入力後  実行 ボタンを押します。
①の受付番号も入力した場合（①および②の両方を入力した場合）には、エラーとなります。
また、入力した取引ＩＤに対応する日本銀行が入力した国債資金同時受渡依頼（「決済指示（国債）」の入力日を取引実行日または売戻・買戻日とし、「決済指示（国債）」の入力元を決済先とする未実行の国債資金同時受渡依頼のうち、決済指示（国債）が未入力であるものに限ります。）が存在しない場合または複数存在する場合には、エラーとなります。

③　　同時担保受払コードを入力します。
同時担保受払を行う場合に限り入力します。

同時担保受払を行う場合……［1］  実行 ボタン

決済先が同時担保受払先である場合に限り入力することができます。
	出力帳票
	


（別領域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7512-00100）
	国債資金同時受渡決済指示受付通知

決済指示区分　1　国債
受付番号　　　          （注１）
取引ＩＤ　　　                                   （注２）

同時担保受払　1（注３）



（注１）日本銀行が入力した国債資金同時受渡依頼の受付番号が表示されます。

（注２）日本銀行が入力した国債資金同時受渡依頼の取引ＩＤが表示されます。
（注３）「決済指示（国債）」において入力した場合にのみ表示されます（入力しなかった場合には、項目名を含め、表示されません。）。
（別領域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7512-00200）
	国債資金同時受渡実行通知（注１）
受 払 日　　　          （注２）
受付番号　　　          （注３）
取引ＩＤ　　　　　　　　　　　　　　　　　（注４）
銘　　柄　　　            　　　　　　　　　　　　　　
（国債資金同時受渡）

国債払出先　        　　　　　　　　　（　　　　　　　）　　　　　（注５）
国債残高　              　    　円（注６）　国債処理番号　        （注７）
国債受入先　        　　　　　　　　　（　　　　　　　）　　　　　（注５）
額面金額　　　　　　　　　　　　　　円
資金受渡金額　　　　　　　　　　　　円

資金受入先　 　　　     　　　　　　　　　　　（注８）
資金払込先　 　　　     　　　　　　　　　　　（注８）
ＢＩＣ　　　　　
ＢＩＣ以外　　　　                        　　　　　　　　　　　　　　
コード設定主体　　　　　　　　　                        　　　　　　　　　
（担保返戻）（注９）
　　　　　返戻依頼人　      　  　    　　   　　    （注１０）　与信・担保受付番号　       　　    
　　　　　金　　　額　　　       　　     　円
　　　　　国債払出先　        　　　　　　　　　（　　　　　　　）　　　　　（注５）
　　　　　国債受入先　        　　　　　　　　　（　　　　　　　）　　　　　（注５）
担保余裕額　            　　     　円
ＸＭＬ表示エリア （注１１）



（注１）送信先が決済代行先の場合には、記事欄に決済委託者情報を表示します（これ以外の場合には、項目名を含め、表示されません）。決済委託者情報の具体的な表示内容については、Ⅰ．８．を参照してください。
（注２）西暦で表示されます。

（注３）日本銀行が入力した国債資金同時受渡依頼の受付番号が表示されます。

（注４）日本銀行が入力した国債資金同時受渡依頼の取引ＩＤが表示されます。

（注５）参加者・種別・口座区分コード、金融機関等名および口座区分名が表示されます。
（例）みずほ銀行・種別名なしの種別・自己口Ⅰ

……「00010001 みずほ　　　　 　　　　　　　　　　自己口Ⅰ」
（注６）①払出先参加者出力分

払出後（（注８）の場合には、担保返戻による受入および国債資金同時受渡による払出後）の払出可能国債残高が表示されます。

②受入先参加者出力分

受入後（（注８）の場合には、国債資金同時受渡による受入および担保差入による払出後）の払出可能国債残高が表示されます。

（注７）①払出先参加者出力分

国債処理番号（（注８）の場合には、担保返戻による受入および国債資金同時受渡による払出により、２番加算されます。）が表示されます。

②受入先参加者出力分

国債処理番号（（注８）の場合には、国債資金同時受渡による受入および担保差入による払出により、２番加算されます。）が表示されます。

（注８）金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコード、金融機関等名および店舗名が表示されます。
（注９）①払出先参加者出力分

以降の項目は、払出先参加者が同時担保受払を行った場合にのみ表示されます（同時担保受払を行わなかった場合には、項目名を含め、表示されません。）。

②受入先参加者出力分

以降の項目は、資金払込先（受入先参加者）が同時担保受払を行った場合にのみ表示されます（同時担保受払を行わなかった場合には、項目名を含め、表示されません。）。

（注１０）（注９）①または②の同時担保受払にかかる同時担保受払コードを入力した「国債資金同時受渡依頼」、「決済指示（国債）」または「決済指示（資金）」の入力店の金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコード、金融機関等名および店舗名が表示されます。

（注１１）ＸＭＬ表示エリアには、日本銀行が入力した国債資金同時受渡依頼において指定された項目のほか、ＩＳＯ２００２２メッセージのＸＭＬスキーマ上設定が必須とされている項目および払出先参加者または受入先参加者が任意で設定した項目がＸＭＬ形式で表示されます（ＸＭＬ表示エリアについては、利用細則（共通事務）を参照してください。）。

（別領域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2111-01800）
	当座勘定入金通知（国債資金同時受渡）

　取引実行日　　          　（注１）　　　　　

　　　　　　資金払込先

　　　      　 　        　    （注２）
当座勘定

取引通番　資金受入先　　　　　　　　　　　　 入金額      当座勘定残高

　　　　　      　 　              （注２）     　　   　円　       　   　円（注３）
                                                          担保余裕額

     　 　   　円（注４）　　　　
＊＊＊自己分＊＊＊　
受付番号　　      　　（注５）

取引ＩＤ　　 　　　　　　　　　       　　（注６）



（注１）西暦で表示されます。
（注２）金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコード、金融機関等名および店舗名が表示されます。
（注３）金額が負値である場合には、冒頭に「－」（マイナス符号）が付されます。

（注４）資金受入先が当座貸越取引先である場合にのみ表示されます（当座貸越取引先でない場合には、項目名を含め、表示されません。）。

（注５）日本銀行が入力した国債資金同時受渡依頼の受付番号が表示されます。

（注６）日本銀行が入力した国債資金同時受渡依頼の取引ＩＤが表示されます。
	業　務　処　理　区　分
	コード
	入力方式

	国債ＤＶＰ
	決済指示（資金）
	決済指示（資金）
	７５１３０１
	再　鑑


	概　要
	


決済先は「国債資金同時受渡依頼受付案内」を受信後、決済指示（資金）を行います。
決済先が同時担保受払先である場合は、同時担保受払を行うこともできます。
ただし、決済先が当日処理終了（国債振替決済）または当日処理終了（当座勘定取引）を実行済である場合には、入力できません。
	入力画面
	


（基本領域）

	■751301 国債ＤＶＰ
■決済指示（資金）

	＊受付番号または取引ＩＤのいずれかを入力＊

	受付番号
	　　①　　

	取引ＩＤ
	　　  ②  　　　　　　　　

	

	同時担保受払
	 ③ 　同時担保受払を行う場合のみ入力（１）

	□入力データ固定　　　　　　　　　　　　　　　　連　続　　　実　行　　キャンセル


	入力手順
	


①　　受付番号を入力します（取引ＩＤを入力する場合には、入力できません。）。
（例）［2001000001］

③を入力しない場合には、①を入力後  実行 ボタンを押します。
②の取引ＩＤも入力した場合（①および②の両方を入力した場合）には、エラーとなります。
また、入力した受付番号に対応する日本銀行が入力した国債資金同時受渡依頼（「決済指示（資金）」の入力日を取引実行日または売戻・買戻日とし、「決済指示（資金）」の入力元を決済先とする未実行の国債資金同時受渡依頼のうち、決済指示（資金）が未入力であるものに限ります。）が存在しない場合には、エラーとなります。

②　　取引ＩＤを入力します（受付番号を入力する場合には、入力できません。）。
（例）［ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZABCDEFGHI］
③を入力しない場合には、②を入力後  実行 ボタンを押します。

①の受付番号も入力した場合（①および②の両方を入力した場合）には、エラーとなります。
また、入力した取引ＩＤに対応する日本銀行が入力した（「決済指示（資金）」の入力日を取引実行日または売戻・買戻日とし、「決済指示（資金）」の入力元を決済先とする未実行の国債資金同時受渡依頼のうち、決済指示（資金）が未入力であるものに限ります。）が存在しない場合または複数存在する場合には、エラーとなります。
③　　同時担保受払コードを入力します。
同時担保受払を行う場合に限り入力します。

同時担保受払を行う場合……［1］  実行 ボタン
決済先が同時担保受払先である場合に限り入力することができます。
	出力帳票
	


（別領域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7513-00100）
	国債資金同時受渡決済指示受付通知
　決済指示区分　2　資金
　受付番号　　　          （注１）
取引ＩＤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注２）
同時担保受払　1（注３）



（注１）日本銀行が入力した国債資金同時受渡依頼の受付番号が表示されます。
（注２）日本銀行が入力した国債資金同時受渡依頼の取引ＩＤが表示されます。
（注３）「決済指示（資金）」において入力した場合にのみ表示されます（入力しなかった場合には、項目名を含め、表示されません。）。
（別領域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7512-00300）
	国債資金同時受渡実行通知（注１）
受 払 日　　　          （注２）
受付番号　　　          （注３）
取引ＩＤ　　　　　　　　　　　　　　　　　（注４）
銘　　柄　　　            　　　　　　　　　　　　　　
（国債資金同時受渡）

国債払出先　        　　　　　　　　　（　　　　　　　）　　　　　（注５）
国債受入先　        　　　　　　　　　（　　　　　　　）　　　　　（注５）

国債残高　              　    　円（注６）　国債処理番号　        （注７）
額面金額　　　　　　　　　　　　　　円
資金受渡金額　　　　　　　　　　　　円

資金受入先　 　　　      　　　　　　　　　　　（注８）
資金払込先　 　　　      　　　　　　　　　　　（注８）
ＢＩＣ　　　　　
ＢＩＣ以外　　　　                        　　　　　　　　　　　　　
コード設定主体　　　　　　　　　                        　　　　　　　　
（担保差入）（注９）
　　　　　差　入　人　      　  　    　　   　　    （注１０）　与信・担保受付番号　       　　    
　　　　　金　　　額　　　       　　     　円
　　　　　国債払出先　        　　　　　　　　　（　　　　　　　）　　　　　（注５）
　　　　　国債受入先　        　　　　　　　　　（　　　　　　　）　　　　　（注５）
担保余裕額　            　　     　円
ＸＭＬ表示エリア （注１１）



（注１）送信先が決済代行先の場合には、記事欄に決済委託者情報を表示します（これ以外の場合には、項目名を含め、表示されません）。決済委託者情報の具体的な表示内容については、Ⅰ．８．を参照してください。
（注２）西暦で表示されます。
（注３）日本銀行が入力した国債資金同時受渡依頼の受付番号が表示されます。
（注４）日本銀行が入力した国債資金同時受渡依頼の取引ＩＤが表示されます。

（注５）参加者・種別・口座区分コード、金融機関等名および口座区分名が表示されます。
（例）みずほ銀行・種別名なしの種別・自己口Ⅰ

……「00010001 みずほ　　　　 　　　　　　　　　　自己口Ⅰ」
（注６）①払出先参加者出力分

払出後（（注８）の場合には、担保返戻による受入および国債資金同時受渡による払出後）の払出可能国債残高が表示されます。

②受入先参加者出力分

受入後（（注８）の場合には、国債資金同時受渡による受入および担保差入による払出後）の払出可能国債残高が表示されます。

（注７）①払出先参加者出力分

国債処理番号（（注８）の場合には、担保返戻による受入および国債資金同時受渡による払出により、２番加算されます。）が表示されます。

②受入先参加者出力分

国債処理番号（（注８）の場合には、国債資金同時受渡による受入および担保差入による払出により、２番加算されます。）が表示されます。

（注８）金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコード、金融機関等名および店舗名が表示されます。
（注９）①払出先参加者出力分

以降の項目は、払出先参加者が同時担保受払を行った場合にのみ表示されます（同時担保受払を行わなかった場合には、項目名を含め、表示されません。）。

②受入先参加者出力分

以降の項目は、資金払込先（受入先参加者）が同時担保受払を行った場合にのみ表示されます（同時担保受払を行わなかった場合には、項目名を含め、表示されません。）。

（注１０）（注９）①または②の同時担保受払にかかる同時担保受払コードを入力した「国債資金同時受渡依頼」、「決済指示（国債）」または「決済指示（資金）」の入力店の金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコード、金融機関等名および店舗名が表示されます。

（注１１）ＸＭＬ表示エリアには、「国債資金同時受渡依頼」において指定された項目のほか、ＩＳＯ２００２２メッセージのＸＭＬスキーマ上設定が必須とされている項目および払出先参加者または受入先参加者が任意で設定した項目がＸＭＬ形式で表示されます（ＸＭＬ表示エリアについては、利用細則（共通事務）を参照してください。）。
（別領域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7512-00400）
	国債資金同時受渡実行通知（資金）

　取引実行日　　          　（注１）　　　　　

　当座勘定

取引通番　資金払込先　　　　　　　　　　　　　引落額　　　当座勘定残高

         　　     　　 　 　          　　    （注２）　　     　　   　円　     　　 　　  　円（注３）
担保余裕額

     　　 　　  　円（注４）        
          資金受入先

　　　　　　     　　 　 　          　　    （注２）
           　　　     （注５）　資金払込依頼者　 　    　　     　     （注６）
受付番号　　           　　（注７）
取引ＩＤ　　 　　　　　　　　　          　　（注８）
（担保差入）（注９）

　差　入　人　    　　 　 　 　      　　    （注１０）　与信・担保受付番号　 　  　      　
　銘　　　柄　      　    　                     　　    
　金　　　額　     　　 　　　　  　円
　国債払出先　    　  　　　　　　　（　　　　　　）　　　　　（注１１）
　国債受入先　     　 　　　　　　　（　　　　　　）　　　　　（注１１）


（注１）西暦で表示されます。
（注２）金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコード、金融機関等名および店舗名が表示されます。

（注３）金額がマイナスとなる場合には、冒頭に符号「－」を付して表示されます。
（注４）資金払込先が当座貸越取引先である場合にのみ表示されます（当座貸越取引先でない場合には、項目名を含め、表示されません。）。

（注５）資金払込先が受入先参加者と同一法人である場合には「＊＊＊自己分＊＊＊」と、同一法人でない場合には「＊＊＊依頼者分＊＊＊」と表示されます。

（注６）資金払込先が受入先参加者と同一法人でない場合には、受入先参加者（資金払込依頼者）の金融機関等コードまたはＢＩＣコードおよび金融機関等名が表示されます（同一法人である場合には、項目名を含め、表示されません。）。

（注７）「国債資金同時受渡依頼」の受付番号が表示されます。

（注８）「国債資金同時受渡依頼」において取引ＩＤを入力した場合には当該取引ＩＤが表示され、入力しなかった場合には受付番号と同じ番号が表示されます。

（注９）以降の項目は、資金払込先（受入先参加者）が同時担保受払を行った場合にのみ表示されます（同時担保受払を行わなかった場合には、項目名を含め、表示されません。）。

（注１０）（注９）の同時担保受払にかかる同時担保受払コードを入力した「国債資金同時受渡依頼」または「決済指示（資金）」の入力店の金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコード、金融機関等名および店舗名が表示されます。
（注１１）参加者・種別・口座区分コード、金融機関等名および口座区分名が表示されます。
（例）みずほ銀行・種別名なしの種別・自己口Ⅰ

……「00010001 みずほ　　　　 　　　　　　　　　　自己口Ⅰ」
（注１）





（注２）





（注２）





（注１）





（注１）（注２）





（注１）





(注１)





(注２)





(注２)





(注２)





（注３）





（注１）（注２）





（注１）





（注１）
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